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なぎなた選手人形の写真立て

2005.5月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報�33 おかやま国体まであと１７５日

勝
央
町
を
訪
れ
る
監
督
・
選
手
・

大
会
役
員
等
へ
贈
る
お
土
産
の
１
つ

と
し
て
、
退
職
公
務
員
連
盟
勝
央
分

会
女
性
部
（
約
７０
人
）
の
皆
さ
ん
が
、

「
な
ぎ
な
た
選
手
人
形
の
写
真
立
て
」

８
０
０
個
を
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

往
復
ハ
ガ
キ
大
の
厚
紙
に
、
和
紙

で
作
成
し
た
な
ぎ
な
た
選
手
人
形
を

貼
り
、
片
面
に
は
「
国
体
の
思
い
出

と
し
て
、
あ
な
た
の
写
真
を

お
貼
り
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
添
え
、
ま
ご

こ
ろ
の
こ
も
っ
た
作
品
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
選
手

の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
、
勝
央
町
で
い
い
思
い

出
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
を
こ
め
て
、
手

づ
く
り
し
て
い
ま
す
」
と
、

１
つ
１
つ
丁
寧
に
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

現
在
、
約
７
割
が
完
成
し

て
い
て
、
６
月
中
に
は
８
０

０
個
全
部
が
揃
う
予
定
で

す
。

「おかやま国体」開催まで残り５カ月あまりとなりました。民泊協力会・各競技団体など、大会へ

向けてのさまざまな準備活動が始まっています。みんなで「勝央町の国体」を成功させましょう！

ご協力をよろしくお願いします。（日程等は都合により変更もあります）

心
の
こ
も
っ
た
お
土
産
づ
く
り

退
公
連
勝
央
分
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が

「
な
ぎ
な
た
選
手
人
形
の
写
真
立
て
」を
製
作
中
！

おかやま国体カウントダウン！
（国体開催までの主な行事予定）

大 会�

行 事�

民 泊 関 係�

花 い っ ぱ い�
　運　　動　�

環 境 美 化�

５　　月�

５月２８日（土）・２９日（日）�

第
　
回
都
道
府
県
対
抗�

な
ぎ
な
た
大
会�

（
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）�

（
会
場
・
兵
庫
県
伊
丹
市
）�

�

「勝央町国体標準献立」に基づいて、大会までに各地区２回程度の講習会を実施していただき
ます。（献立は５月中旬まで決定予定）�
また、歓迎会・拠点施設の装飾など、各民泊協力会で開催へ向けての準備をお願いします。�

（お手数ですが、各民泊協力会での活動を実行委員会までお知らせください。取材します）�

町内各地区老人クラブの皆さんへお願いし、プランター（１，０００鉢）・
土・マリーゴールドの苗を配布し、植飾をお願いします。その他、
勝間田高校の生徒さんが５００鉢、作製します。�

（歓迎花：マリーゴールド、プランター合計数：１，５００鉢）�

�

６　　月�

６月１８日（土）�

第
　
回
中
国
高
等
学
校�

な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会�

　（
会
場
・
勝
間
田
高
校
）�

�

�

７　　月�

�

国
体
民
泊�

お
も
て
な
し�

講
演
会�

（
勝
央
文
化�

ホ
ー
ル
）�

７月１日（金）�

町内一斉清掃�
（予定）�

８　　月�

８月２８日（日）�

プ
レ
国
体�

（
競
技
役
員
リ
ハ
ー
サ
ル
）�

（
会
場
・
勝
央
中
学
校
）�

８月１０日（水）�

お
か
や
ま
国
体�

集
火
式�

（
岡
山
市�後

楽
園
）�

�

９　　月�

�

国
体
選
手
決
定�

（
下
旬
）�

各民泊協力会へプランターを
配布し、大会まで美化班を中
心にお世話をしていただきま
す。�

�

１０　　月�

１０月２３日（日）～２５日（火）�

お
か
や
ま
国
体
秋
季
大
会�

な
ぎ
な
た
競
技
会�

（
会
場
・
勝
央
中
学
校
）�

町内一斉清掃�
（予定）�

�

４６� １１�

一
緒
に�

応
援
よ
ろ
し
く
！�
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ももっち国体だより�ももっち国体だより���おかやま国体まで�
　あと�
　　　175日�

第60回国民体育大会秋季大会なぎなた競技会�
　　平成17年10月23日�～25日�　勝央中学校体育館�

４
月
１７
日
、
お
か
や
ま
国
体
の

「
炬
火
採
火
式
」
が
県
下
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
、
勝
央
町
公
民
館
前
の
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

勝
央
町
で
は
、
光
学
方
式
（
太
陽

光
を
集
光
し
て
発
火
）
を
採
用
。
岡

本
町
議
会
議
長
が
凸
レ
ン
ズ
で
火
を

お
こ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
１４
団

体
）
の
各
代
表
者
が
採
火
さ
れ
た
炬

火
を
リ
レ
ー
し
、
西
田
町
長
が
「
金

時
の
里
ス
ポ
ー
ツ
の
火
」
と
命
名
し

ま
し
た
。

各
市
町
村
で
採
火
さ
れ
た
火
は
、

８
月
１０
日（
水
）に
後
楽
園
で
行
わ
れ

る
集
火
式
で
、
お
か
や
ま
国
体
の
炬

火
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
間
、
炬
火
は
大
切
に
保
管
さ
れ
、

こ
の
火
を
種
火
と
し
た
火
は
、
地
域

行
事
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
国
体
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

５
月
２８
日（
土
）・
２９
日（
日
）、
兵

庫
県
伊
丹
市
伊
丹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
第
４６
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な

た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
回
大
会
は
、
昨
年
、
勝
央
町
で

開
催
さ
れ
、
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

兼
ね
た
大
会
で
す
。

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

今
年
１０
月
に
開
催
さ
れ
る
お
か
や
ま

国
体
へ
つ
な
が
る
好
成
績
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

出
場
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

■
岡
山
県
選
手
団
■

監
督

山
下
美
由
貴
（
畑
　
屋
）

選
手

植
月
　
孝
子
（

平
　
）

石
川
　
直
美
（
石
　
生
）

松
田
佐
知
子
（
兵
庫
県
）

濱
岡
紀
久
子
（
岡
山
市
）

加
藤
　
友
相
（
岡
山
市
）

頑
張
れ
岡
山
県
選
手
団
!!

第
４６
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な
た
大
会

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

国
体
勝
央
町
実
行
委
員
会
で
は
、

今
年
１０
月
に
開
催
さ
れ
る
お
か
や
ま

国
体
へ
向
け
て
、
国
体
成
功
と
明
る

い
町
づ
く
り
の
啓
発
を
兼
ね
て
、

「
も
も
っ
ち
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を
製

作
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
町
内
の
各

保
育
園
・
各
小
学
校
・
中
学
校
約

１，
３
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
配

布
し
て
、国
体
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

「
も
も
っ
ち
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」で
国
体
を
Ｐ
Ｒ

町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
配
布

お
か
や
ま
国
体

炬
火（
き
ょ
か
）採
火
式
を
開
催
!!

採火した火をたいまつに受け取る
片岡愛結美さん（なぎなた少年団） 岡本町議会議長が凸レンズで採火

西田町長が「金時の里スポーツの火」と命名

おかやま国体まであと１７５日
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経
　
緯

関
係
団
体
と
の
協
議
が

整
い
次
第
実
施

第
１
次広
域
連
携
業
務

おかやま国体まであと１７５日

まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

奈義町との広域連携業務（第1次）決定�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

４
月
１３
日
、
奈
義
町
役
場
に
お

い
て
、
第
３
回
勝
央
町
・
奈
義
町

広
域
連
携
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

第
１
次
の
広
域
連
携
業
務
が
決
定

し
、
早
速
実
施
に
移
さ
れ
、
広
域

連
携
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
残
り
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
実
施
時
期
も
含
め
て
随
時
検

討
を
行
い
ま
す
。

【
共
　
通
】

■
職
員
の
出
張

同
一
事
案
で
出
張
す
る
場
合
は
、

庁
用
車
を
乗
り
合
い
で
出
張

■
人
事
交
流

２
町
間
の
人
事
交
流

■
共
同
購
入

消
耗
品
備
品
の
一
括
共
同
発
注

【
税
務
・
住
民
】

■
建
築
物
査
定
（
評
価
）

平
成
１７
年
度
評
価
分
か
ら
連
携
し

て
共
同
で
評
価
計
算
を
行
う

■
健
康
づ
く
り
支
援

両
町
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
に

相
互
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
る

■
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
共
同
購
入

国
民
健
康
保
険
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
共
同
購
入
し

て
、
経
費
削
減
を
図
る

【
保
健
福
祉
・
環
境
】

■
介
護
予
防
事
業
（
教
室
）

両
町
で
、
転
倒
骨
折
予
防
教
室
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
等
の
介
護
予
防
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
、共
同
開
催
し
、

指
導
員
等
の
経
費
削
減
を
図
る

【
観
　
光
】

■
観
　
光

両
町
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
特
産

物
等
の
出
店
協
力

【
上
下
水
道
】

■
下
水
道
積
算
シ
ス
テ
ム
の
運
用

下
水
道
積
算
シ
ス
テ
ム
を
同
一
メ

ー
カ
ー
か
ら
調
達
し
て
、
運
用
協
力

を
行
う

【
議
　
会
】

■
議
会
全
般

・
全
国
、
岡
山
県
議
長
会
の
事
業
を

両
町
の
事
務
局
で
連
携
し
、
経
費

の
削
減
を
図
る

・
両
町
議
員
の
合
同
研
修
の
実
施

【
教
　
育
】

■
学
校
教
育
全
般

・
校
長
会
・
教
頭
会
の
共
同
開
催

・
バ
ス
借
り
上
げ
時
、
共
同
使
用

・
共
催
備
品
の
一
括
発
注

・
保
守
管
理
契
約
の
共
同
発
注

■
社
会
教
育
全
般

・
備
品
の
相
互
利
用

・
各
種
自
主
教
室
を
両
町
に
開
放

・
両
町
で
子
ど
も
音
楽
祭
を
開
催

・
体
験
学
習
へ
の
相
互
参
加

・
講
演
会
・
映
画
会
へ
の
相
互
参
加

■
図
書
館
業
務

新
聞
原
紙
の
分
担
保
存

■
美
術
館
業
務

・
備
品
の
相
互
利
用

・
展
示
会
等
の
案
内
等
の
相
互
配

布
・
有
線
放
送
、
無
線
放
送
で
の

Ｐ
Ｒ
・
文
字
情
報
の
掲
載

勝
央
町
は
、
昨
年
７
月
に
実
施
し

た
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

受
け
、
当
面
の
間
、
静
観
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

合
併
は
行
政
改
革
の
手
段
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
当
面
合

併
が
望
め
な
い
以
上
、
思
い
切
っ
た

行
政
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

昨
年
１０
月
、
勝
央
町
行
政
改
革
推

進
委
員
会
を
開
催
し
て
行
政
改
革
に

着
手
し
、
３
月
に
は
、
第
１
次
答
申

が
さ
れ
ま
し
た
。
【
４
月
号
広
報
紙

参
照
】

し
か
し
、
単
独
の
町
の
行
政
改
革

の
み
で
は
限
界
が
あ
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
行
政
改
革
を
さ
ら
に
１

歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
進
め
る
た
め

に
、
昨
年
１２
月
に
第
１
回
勝
央
町
・

奈
義
町
広
域
連
携
検
討
会
を
開
催

し
、
広
域
連
携
可
能
な
業
務
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

お
互
い
に
主
権
を
認
め
、
内
政
不

干
渉
の
原
則
に
基
づ
く
こ
と
を
前
提

に
、
両
町
が
協
力
し
て
合
同
で
行
う

こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
は
も
と

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
よ

り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

■
火
葬
場
使
用

奈
義
町
民
が
火
葬
場
（
長
尾
山
斎

場
）
を
使
用
す
る
場
合
、
奈
義
町
で

使
用
を
許
可
及
び
使
用
料
を
払
い
込

め
る
よ
う
に
す
る

■
火
葬
場
使
用
料
の
収
納
委
託

奈
義
町
役
場
出
納
室
で
、
火
葬
場

使
用
料
の
収
納
を
可
能
に
す
る
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�３

月
２８
日
、
第
１
回
勝
央
町
施
設

緑
化
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
小
川
香
料

（
株
）岡
山
工
場
、
ク
リ
ナ
ッ
プ
岡
山

工
業（
株
）、
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー

マ（
株
）岡
山
製
薬
工
場
の
３
社
に
西

田
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
３
社
は
、
敷
地
内
の
施
設
緑

化
等
を
多
年
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、

道
路
等
の
公
共
空
間
と
一
体
的
な
良

好
な
景
観
を
形
成
し
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
景
観
緑
化
に
貢
献

第
１
回
勝
央
町
施
設
緑
化
表
彰

３
月
２９
日
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
４
月
４
日
か
ら
２
年
間
、
フ
ィ
ジ
ー
に
派
遣
さ

れ
る
前
原
卓
之
さ
ん
（
河
原
・
５２
歳
）
が
、
勝
央

町
役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
西
田
町
長
は
「
２
年

間
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
、
小
中
学
生
に
体
験
談
を
話

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

前
原
さ
ん
は
、
過
去
に
２

回
、
海
外
で
の
農
業
指
導
の

経
験
が
あ
り
、
今
回
は
、
農

場
運
営
管
理
実
施
計
画
に
関

す
る
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
町
長
を
表
敬
訪
問

前
原
卓
之
さ
ん（
河
原
）

先
日
亡
く
な
ら
れ
た
石
川
　
尚
さ

ん
（
河
原
）
は
、
昭
和
１９
年
に
倉
敷

青
年
学
校
に
お
勤
め
に
な
ら
れ
て
以

来
、
４１
年
の
永
き
に
わ
た
り
勤
務
、

豊
富
な
見
識
を
も
っ
て
教
育
環
境
の

発
展
等
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
正
六
位
に
叙
さ
れ
る
と
と
も

に
瑞
宝
双
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
伝
達
式
は
、
３
月
２
日
に
石
川

さ
ん
宅
で
行
わ
れ
、
ご
遺
族
の
石
川

弘
子
さ
ん
が
岸
本
教
育
長
か
ら
伝
達

を
受
け
ま
し
た
。

叙
位
叙
勲
授
与
さ
れ
る

故

石
川

尚

さ
ん（
河
原
）

▼受賞された皆さん
左からアルフレッサファーマ（株）岡山製薬工場、クリナップ岡山工業（株）、小川香料（株）岡山工場

西
田
町
長（
左
）と
握
手
を
交
わ
す

前
原
さ
ん（
右
）▼

新入生誓いの言葉を述べる佐藤祥太郎くん（勝央中学校）�

春
の
交
通
安
全
功
労
者
と
優

良
自
動
車
運
転
者
等
の
表
彰
式

が
４
月
７
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
岡

山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

岡
山
県
警
察
本
部
長
・
岡
山
県

交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

◇
交
通
安
全
功
労
者

鳥
家

守

◇
優
良
学
校
交
通
自
治
会

勝
央
中
学
校
生
徒
会

◇
優
良
自
動
車
運
転
者

福
田
豊
和

交
通
安
全
に
貢
献

中
学
校
で
は
４
月
８

日
、
各
小
学
校
で
は
４

月
７
日
に
入
学
式
が
行

わ
れ
、
勝
央
中
学
校
に

１
０
７
人
、
勝
間
田
小

学
校
に
６８
人
、
植
月
小

学
校
に
１８
人
、
吉
野
小

学
校
に
１２
人
、
古
吉
野

小
学
校
に
７
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

植
月
小
学
校
で
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち

の
新
１
年
生
に
坂
手
校
長
が
「
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
で
は
給
食
や

運
動
会
、
相
撲
大
会
な
ど
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
担
任
の
先
生
の
言

う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
、
し
っ
か
り
勉
強

し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。【
表
紙
写
真
参
照
】

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
１
２
人
が
入
学

中
学
校
・
小
学
校
で
入
学
式

３
月
２５
日
、
古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
「
第
１
回
小
学
生

卓
球
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
生

涯
学
習
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る

「
子
ど
も
卓
球
教
室
」
の
教
室
生
を

中
心
に
２０
人
が
各
部
門
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
敗
者
復
活
戦
も
含
め
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

《
記
事
提
供
》

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

活
動
推
進
委
員
　
小
村
基
子

ス
マ
ッ
シ
ュ
！
ス
マ
ッ
シ
ュ
！

第
１
回
小
学
生
卓
球
大
会

おかやま国体まであと１７５日

�普段の練習と違って得点を競う子どもたちの目は
小さなピン球に集中していました
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�
※5月3日は開園�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《ゴールデンウィークフェスティバル》
（一部有料）

日　時　～５月５日（祝）
１０：００～１５：００

《ランチバイキング》（有料）
日　時　～５月８日（日）

１１：００～１５：００
料　金　中学生以上 １，５００円

小学生　　　 ８５０円
幼児　　　　 ５００円

《山野草展》（無料、即売会は有料）
日　時　５月１４日（土）、１５日（日）

１０：００～１５：００
《イチゴ狩り体験（園外）》（有料）

日　時　開催中
（ゴールデンウィーク中は休止）
１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

体験料　小学生以上　１，２００円
幼児　　　　 ，６００円

《イチゴ狩り体験（園内）》（有料）
日　時　６月中旬まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
体験料 １５０円／１００ｇ

５月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

【
展
示
室
・
特
別
展
示
室
】

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
郷
土
の
画
家
た
ち
」（
〜
６
月
１９
日（
日
）ま
で
）

・
「
木
村
毅
の
色
紙
」（
〜
７
月
１８
日（
祝
）ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

・
「
優
し
い
ま
な
ざ
し
―
鳥
家
や
よ
い
の
世
界
―
」（
〜
５
月
８
日（
日
）ま
で
）

・
「
島
田
悠
紀
子
―
悠
久
の
大
地
に
共
に
生
き
て
―
展
」

（
５
月
１４
日（
土
）〜
６
月
１９
日（
日
）ま
で
）

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

鳥
家
や
よ
い

作

「
な
か
よ
し
」（
ペ
ン
・
水
彩
）

故

鳥
家
や
よ
い
さ
ん
は
昭
和
５２
年

３
月
２３
日
に
勝
央
町
植
月
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
昭
和
５８
年
に
岡
山
県
立
誕
生
寺

養
護
学
校
小
学
部
に
入
学
。

平
成
３
年
に
作
詞
を
し
た
「
さ
ん
ぽ

大
好
き
」
が
第
１０
回
津
山
わ
た
ぼ
う
し

コ
ン
サ
ー
ト
に
初
入
選
し
、
『
津
山
市

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
』
を
受
賞
し
ま

し
た
。
第
１２
回
津
山
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
大
好
き
な
蟻
さ
ん
を
主

題
に
し
た
「
こ
ん
に
ち
は
」
が
『
わ
た

ぼ
う
し
大
賞
』
に
輝
く
な
ど
、
作
詞
で
も
次
々
に
受
賞
し
ま
し
た
。

誕
生
寺
養
護
学
校
高
等
部
を
卒
業
後
、
平
成
７
年
に
旭
川
荘
旭
川
児
童
院

通
園
セ
ン
タ
ー
に
通
園
し
、
旭
川
児
童
院
創
立
３０
周
年
記
念
作
品
集
の
「
彩

り
楽
し
く
」
の
扉
に
『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
絵
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１１
年
に
初
の
展
覧
会
「
や
よ
い
の
絵
ご
こ
ろ
・
つ
よ
し
の
手
織
り

２
人
展
」
を
鈴
鹿
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
平
成
１２
年
に
は
勝
央
町
郷
土

美
術
館
（
現
在
は
閉
館
）
に
て
「
鳥
家
や
よ
い
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
１５
年
３
月
３
日
永
眠
。
享
年
２５
歳
。

会
場
で
は
５０
点
あ
ま
り
の
作
品
を
展
示
。
そ
の
他
、
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
で
毎
日
の
生
活
や
絵
の
創
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
優
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
か
わ
い
い
作
風
で
み
る
も
の
の
心
を
温
か

く
し
て
く
れ
ま
す
。（「

優
し
い
ま
な
ざ
し
―
鳥
家
や
よ
い
の
世
界
―
」
か
ら
）

☆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
休
館
日

５
月
２
日（
月
）、
６
日（
金
）

木
々
の
緑
が
深
ま
る
５
月
は
学
校

の
遠
足
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
今
年
も
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
や
芝
生
広
場
か
ら
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

５
月
５
日（
祝
）ま
で
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
好
評
の

「
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
や
「
だ
る
ま

落
と
し
ゲ
ー
ム
」
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

好
評
の
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
＆

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
山
野
草
展
」

も
開
催
し
ま
す
。

緑
が
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な
季
節
を

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
１
日
の
ん
び

り
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「優しいまなざし－鳥家やよいの世界－」から
「なかよし」（ペン・水彩）

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット

5月15日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-245-1304　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と�

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

と�と�

第�

号�

46

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
花
畑
」

（
水
上
勉

著
／
講
談
社
）

療
養
の
た
め
に
長
野
の
山
間
の
村

に
移
り
住
ん
だ
「
セ
ン
セ
イ
」
と
呼

ば
れ
る
主
人
公
。
そ
の
村
で
暮
ら
す

老
人
た
ち
と
、
出
稼
ぎ
の
た
め
来
日

し
た
タ
イ
人
女
性
た
ち
。
そ
の
か
か

わ
り
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
な
が
ら
も
生
き
る
姿
を
、
ど
こ

か
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
温
か
く
描
い
た
作
品
で
す
。

�
生
�
を
見
つ
め
る
故

水
上
氏
の
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
５
月
１４
日（
土
）、
２５
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
弘
海
　
息
子
が
海
に
還
る
朝
」（
市
川
拓
司

著
／
朝
日
新
聞
社
）

・
「
草
原
か
ら
の
使
者
　
沙
　
樓
綺
譚
」

（
浅
田
次
郎

著
／
徳
間
書
店
）

・
「
三
味
線
ざ
ん
ま
い
」（
群
よ
う
こ

著
／
角
川
書
店
）

・
「
の
は
ら
う
た
　
わ
っ
は
っ
は
っ
」（
工
藤
直
子

作
／
童
話
屋
）

・
「
恋
占
い
　
赤
川
次
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２０
」

（
赤
川
次
郎

作
・
三
村
久
美
子

絵
／
岩
崎
書
店
）

・
「
そ
り
に
の
っ
た
ト
コ
ち
ゃ
ん
」

（
佐
藤
さ
と
る

作
・
村
上
勉

絵
／
講
談
社
）

☆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
休
館
日

５
月
２
日（
月
）〜
５
日（
祝
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

In April, I saw the continuing march of

progress at a big appliance store.  We have

well and truly moved from videos to the DVD

generation.  I've noticed the gradual change in

video stores, but it was still quite a shock.

I wonder how much new students at

elementary school know about videos.  By the

time they reach JHS, will videos be obsolete?

Will DVD's still be popular?

The influence of technology affects us

differently over time.  In a recent music related

lesson, I talked with JHS students' about the

pre-CD, MD era.  I showed some tapes and

LP's, and we had an interesting chat.

THE SOUND OF PROGRESS（進化する音）

４月に、大きな電器店で進化の継続を発見しまし

た。ビデオ世代からＤＶＤ世代へかなり進んだなと

思いました。ビデオレンタル店が、だんだん変わっ

ていくのは知っていましたが、それでも大変びっく

りしました。

この春、小学校に入学した新１年生は、ビデオの

ことをよく知っているでしょうか。その子どもたち

が中学校に入学するころには、ビデオは本当に価値

がなくなっているでしょうか。ＤＶＤはまだ、みん

なに使われているでしょうか。

科学技術の与える影響は世代と共に変わります。

最近、音楽を使った授業で、私はＣＤ、ＭＤ以前の

時代について、中学生と話し合いました。本物のテ

ープやＬＰを紹介して、おしゃべりを楽しみました。

おかやま国体まであと１７５日

高
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Life

と　き　平成１７年５月２９日(日)�
　　　　９：００　勝央町総合保健福祉センター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
コース　東吉田にある東光寺まで歩きます。油地蔵の由来など�
　　　　お話を聞きましょう。ベビーカーＯＫ！�
�
※参加申し込みは不要です。（現地集合）�

と　き　平成１７年５月２９日(日)�
　　　　９：００　勝央町総合保健福祉センター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
コース　東吉田にある東光寺まで歩きます。油地蔵の由来など�
　　　　お話を聞きましょう。ベビーカーＯＫ！�
�
※参加申し込みは不要です。（現地集合）�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

N

●�勝
央
町
役
場�

　
●
　
●�

勝
間
田
小
学
校

勝
間
田
小
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おかやま国体まであと１７５日

風
薫
る
５
月
、
う
れ
し
く
て
張
り
切
っ

て
入
っ
た
学
校
や
会
社
に
も
慣
れ
て
き
た

頃
な
の
に
、
何
と
な
く
気
が
滅
入
っ
て
、

勉
強
や
仕
事
に
身
が
入
ら
な
い
、
集
中
で

き
な
い
、
そ
ん
な
自
分
が
つ
ら
い
と
い
っ

た
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
五
月
病
」
は
大
学
入
学
後
や
新
入
社

員
に
限
ら
ず
、
ま
た
５
月
に
限
っ
た
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
環
境
に
す
ぐ

に
つ
い
て
い
け
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
沈
み
込
ん
で
い
く
心
の
黄
信
号
で

す
。で

も
、
つ
ら
い
一
方
、
こ
の
時
期
は
自

分
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。「

ス
ト
レ
ス
と
、
ど
ん
な
風
に
つ
き
あ

っ
て
い
こ
う
か
」
と
考
え
る
い
い
機
会
と

と
ら
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
わ
り
の
人
は
温
か
い
言
葉
か
け
や
体

調
に
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
起
き
る
症
状
と
し
て
は
精
神
的
に

は
「
気
が
滅
入
っ
て
、
何
も
す
る
気
が
起

こ
ら
な
い
」
「
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
」

「
不
安
感
」「
あ
せ
り
」「
イ
ラ
イ
ラ
」「
お

っ
く
う
」
な
ど
で
す
。
身
体
的
に
は
、
免

疫
力
が
低
下
し
て
、
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
っ
た
り
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
て
、

胃
潰
瘍
や
感
染
症
、
精
神
疾
患
に
か
か
る

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
食
欲
不
振
・
下

痢
・
吐
き
気
・
腹
痛
等
か
ら
始
ま
り
、
睡

眠
障
害
・
頭
痛
・
め
ま
い
・
動
悸
等
の
自

律
神
経
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
不
眠
や
強

い
疲
労
感
、
や
る
気
が
出
な
い
と
い
う
こ

と
も
起
こ
り
ま
す
。
新
た
な
環
境
に
適
応

で
き
ず
、
そ
の
こ
と
へ
の
あ
せ
り
が
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
…
」
と
思
う
気
持
ち

が
追
い
打
ち
を
か
け
ま
す
。

「
ど
う
も
近
頃
、
笑
顔
が
少
な
く
な
っ

た
」
「
電
話
の
声
が
元
気
な
い
」
等
、
お

や
っ
と
思
っ
た
と
き
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
ま
わ
り
の
人
は
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

ぶ
さ
れ
そ
う
、
ち
ょ
っ
と
見
方
・
考
え
方

を
変
え
て
み
よ
う
か
。
こ
ん
な
と
き
、
人

は
ど
う
考
え
る
の
か
な
」
と
家
族
や
友
人

に
相
談
で
き
れ
ば
尚
い
い
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
１
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
散
歩
を
す

る
・
好
き
な
読
書
を
す
る
・
音
楽
を
聴

く
・
釣
り
に
出
か
け
る
の
も
い
い
で
す
。

遠
く
に
出
て
い
る
人
の
場
合
に
は
家
族
か

ら
「
一
度
、
家
に
呼
び
戻
し
て
あ
げ
る
」

と
か
「
元
気
で
や
っ
て
い
る
か
？
特
に
用

事
は
な
い
ん
だ
け
ど
…
」
と
い
っ
た
電
話

を
も
ら
う
の
も
、
つ
ら
い
と
き
に
は
涙
が

出
る
ほ
ど
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
も
普
段
の
調
子
に
戻
ら
な
い
場

合
は
早
め
に
精
神
科
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。い

ず
れ
に
し
て
も
環
境
の
変
わ
り
目
に

は
注
意
し
て
、
家
族
・
職
場
で
お
互
い
に

気
を
配
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
「
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
弱
っ
て

い
る
ぞ
」
と
今
の
自
分
の
精
神
・
身
体
状

況
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
ず
は

Ｏ
Ｋ
。
次
に
「
今
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
こ
う
か
、
今
ま
で
の
自
分
で
は
押
し
つ

心
の
ス
ト
レ
ス

五
月
病
に
ご
注
意

五
月
病
を
防
ぐ
に
は

五
月
病
の
症
状
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２２
回
若
獅
子
旗
西
日
本
な
ぎ
な

た
大
会
（
３
／
２７
福
岡
県
）

【
試
合
競
技
】

﹇
団
体
戦
の
部
﹈

（
中
学
生
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

（
高
校
生
の
部
）

第
３
位
　
勝
間
田
高
校

﹇
個
人
戦
の
部
﹈

（
中
学
生
の
部
）

準
優
勝
　
竹
久
春
香

第
３
位
　
戸
田
愛
里

（
高
校
生
の
部
）

準
優
勝
　
山
下
み
ど
り

◇
第
２５
回
お
や
こ
交
歓
な
ぎ
な
た
大

会
（
４
／
３
大
阪
府
堺
市
）

【
演
技
競
技
】

（
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部
）

優
　
勝
　
左
子
未
弓
・
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

準
優
勝
　
植
月
小
也
香
・
片
岡
愛
結
美

（
中
学
生
の
部
）

準
優
勝
　
戸
田
愛
里
・
梶
並

恵

【
試
合
競
技
】

﹇
団
体
戦
の
部
﹈

（
中
学
生
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

﹇
個
人
戦
の
部
﹈

（
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部
）

優
　
勝
　
左
子
未
弓

第
３
位
　
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

優
　
勝
　
植
月
小
也
香

◇
第
２５
回
津
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

長
旗
争
奪
大
会（
４
／
３
、１０
津
山
市
）

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

◇
第
１５
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
ム
サ
シ
カ

ッ
プ
（
４
／
１７
北
部
運
動
公
園
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

準
優
勝
　
植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

第
２０
回
勝
央
町
交
流
囲
碁
大
会

（
４
／
１７
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
岡
本
常
義

準
優
勝
　
岸
本
明
男

第
３
位
　
小
林
浩
三

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
國
正
次
久
夫

準
優
勝
　
盛
上
可
止
馬

第
３
位
　
森
本
文
男

介
護
保
険
の
「
居
宅
介
護
住
宅
改
修
」
は
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
人
の
小
規
模
な
住
宅
改
修

（
手
す
り
、
段
差
の
解
消
、
転
倒
防
止
、
扉
の
取
り
替

え
、
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
）
に
対
し
て
生
涯
２０
万
円

ま
で
の
補
助
が
利
用
で
き
ま
す
。

今
ま
で
は
、
工
事
終
了
後
に
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
、
工
事
施
工
前
に
事
前
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
申
請
を
す
る
前
に
は
希
望
す
る
住
宅
改
修
が

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
な
ど
を
、
必
ず
担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
勝
央
町
役
場
福
祉
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
住
宅
の

状
況
等
を
勘
案
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
り

住
宅
改
修
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

行政相談委員が決定
行政相談委員

赤堀通泰さん（勝間田）再任

�３８－２０５２

任期　平成１７年４月１日～

平成１９年３月３１日

平成17年度合同相談
開催予定（無料）

町では、今年度も合同相談を開

催します。相続や土地売買などの

法律問題や行政についての苦情と

相談、人権や交通事故に関する問

題、生活保護など福祉全般に関す

ることや公害問題など、さまざま

な相談ができます。

お気軽にご相談ください。

■日　時

平成１７年５月１２日（木）

７月１４日（木）

１０月１３日（木）

平成１８年２月９日（木）

※時間はいずれも、１０時～１５時

■場　所

勝央町公民館

■問い合わせ先

勝央町役場町民課

�３８－３１１６

手続きの流れ

①相談・検討

ケアマネジャーや勝央

町役場福祉課へ相談

�

�

�

�

②改修費の事前申請

・事前支給申請書

・住宅改修が必要な理由

書

・住宅所有者の承諾書

・工事費見積書、住宅改

修前後の図面

④改修費の支給申請

・工事費領収書

・工事費内訳書

・住宅改修前後の写真

⑤支給

■問い合わせ先

勝央町役場福祉課

�３８－７１０２

③工事施工、完成

介
護
保
険「
居
宅
介
護
住
宅
改
修
」

の
申
請
が
事
前
申
請
に
変
更
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海外派遣研修助成
勝央町では、外国の社会及び行政事情を調査・研

究するとともに、国際交流を通じて国際的視野を高

め、成果を今後に活かせていただくことを目的とし

て、海外派遣研修助成制度を設けて費用の一部を負

担しています。

内容は次のとおりです。

■研修方法

自分で計画をつくって行く場合、または、企画実

施する機関・団体の計画に参加する場合のどちらで

もかまいません。

■研修課題

対象となる研修課題は、次のとおりです。

①町行政課題、重点施策等に関して調査及び研究が

必要とされるもの。

②外国の行政制度とその運営の実態及び産業事情の

視察に関するもの。

③町民参加の町政を推進するうえで効果があると認

められるもの。

④その他、歴史、文化、スポーツ等、町長が特に必

要と認めたもの。

■研修費用の助成

①西欧、アメリカ、アフリカ、オセアニアに行く場合

５万円以内

②①以外に行く場合　　　　　　　　　３万円以内

■申請窓口・問い合わせ先

勝央町役場総務課　�３８－３１１１

ご存じですか？町のこんな制度

勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、

町
内
小
学
校
に
訪
問
者
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
１３
年
６
月
の
大
阪
教
育

大
学
附
属
池
田
小
学
校
の
事
件

以
来
、
学
校
が
安
全
管
理
に
つ

い
て
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
学
校
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
見
直

し
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
の
安

全
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
防
犯
教
室
の
開
催
、
校
門

の
整
備
、
警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル

等
、
安
全
対
策
の
ソ
フ
ト
面
の

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と

し
て
、
学
校
へ
の
監
視
カ
メ
ラ

設
置
が
浮
上
し
、
４
月
中
に
町

内
４
小
学
校
へ
の
設
置
を
終
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

器
や
学
校
教
職
員
だ
け
で
は
防

犯
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
学

校
の
安
全
確
保
の
た
め
に
地
域

と
の
連
携
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に

監
視
カ
メ
ラ
を

小
学
校
に
設
置

おかやま国体まであと１７５日

ケーブルテレビ接続補助金
補助対象期間は平成１９年３月まで

勝央町では、多くの皆さんに加入していただくた
め、ケーブルテレビ接続工事について補助金を交付
しています。

補助対象期間を過ぎると補助金は交付されません
のでご注意ください。
■補助金の金額

２万５千円（ただし、世帯に１回限り）
工事代金をテレビ津山が口座引き落とし後に、補

助金交付決定と補助金の送金を行います。
■加入者数

３月末現在の接続世帯数は１，８２４世帯で、接続率
は４７．９％です。
■申込先

申し込みはテレビ津山工事代理店へお申し込みく
ださい。
・申し込み先（テレビ津山工事代理店）

㈲石川電気水道工業…………�３８－５６７２
作州電器チェーン植月店……�３８－４８７９
作州電器チェーン勝央店……�３８－２１８８
忠政電機商会…………………�３８－２１５３
ナショナルショップフクダ…�３８－２１１５
橋本通信工業…………�０８００－１１１－８４２５
ハレルヤ建設…………………�３８－３３３８
フィガロコーポレーション…�３８－６２６６
マーベリック…………………�３８－１１８０

■問い合わせ先
テレビ津山（工事・障害等） �２４－４０００

（夜間・休日） �２４－４５５５
勝央町役場総務課（補助金） �３８－３１１１

監視カメラ

監視モニター
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▼
日
　
時
　

５
月
１５
日（
日
）

８
時
か
ら
受
付

※
小
雨
決
行
、雨

天
順
延（
５
月
２２
日
）

▼
集
合
場
所

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ（
株
）

駐
車
場（
太
平
台
１８
番
地
）

▼
主
　
催
　

勝
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

�
３８
―
２
５
７
９

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

※
詳
し
く
は
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�問い合わせ先

勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２

■岡山県青少年劇場巡回公演
５月２７日（金）１４時～１５時２５分

入場料：無料

主　催：勝央町教育委員会

※小学生対象。一般の人は入場でき

ません。

■津軽三味線「福井一大コンサート」
５月３１日（火）１９時～２１時

前売り券

文化協会員………１，５００円

一　般……………２，０００円

小学生～高校生…１，０００円

当 日 券

一　般……………２，５００円

小学生～高校生…１，３００円

■チケット販売元・問い合わせ先
勝央町公民館　�３８－２５８０

勝央美術文学館　�３８－０２７０

勝央文化ホールイベント案内
（勝央町・勝央町教育委員会等関係分のみ掲載）

第
１５
回
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
を
記
念

し
て
勝
央
町
誌（
昭
和
５９
年
発
刊
）

以
降
の
町
の
歴
史
を
ま
と
め
た
勝

央
町
誌
（
続
編
）
を
発
刊
し
ま
し

た
。
勝
央
町
を
知
る
貴
重
な
資
料

と
し
て
、ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

本
編
は
、全
８
章
で
構
成
さ
れ
、

序
章
は
前
史
の
解
説
、
第
１
章
か

ら
第
７
章
ま
で
は
昭
和
５９
年
発
刊

の
「
勝
央
町
誌
」
以
降
、
平
成
１５
年

度
末
ま
で
を
基
本
と
し
た
勝
央
町

の
姿
を
書
き
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
内
容
】

序
　
章
　
前
史

第
１
章
　
勝
央
町
の
姿

第
２
章
　
続
・
地
方
自
治
行
政
の

展
開

第
３
章
　
農
林
業
・
商
工
業

第
４
章
　
社
会
保
障

第
５
章
　
教
育
と
文
化

第
６
章
　
交
通
・
運
輸
・
通
信
・

情
報

第
７
章
　
警
察
・
消
防
・
災
害

【
勝
央
町
誌
と
セ
ッ
ト
で
！
】

勝
央
町
誌
も
在
庫
（
約
２
０
０

冊
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
続
編
と
セ
ッ
ト
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

■
勝
央
町
誌

Ｂ
５
判
　
　
１，
１
４
０
頁

頒
布
価
格
　
５，
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課
企
画
係

�
３８
―
３
１
１
１

発行　勝央町

編集　勝央町誌編さん委員会

委 員 長　木村泰二

副委員長　板倉良枝

委　　員　植月佐　

委　　員　竹内素子

Ａ４判　　５２５頁

頒布価格　２，５００円

おかやま国体まであと１７５日

廣

▲本　部

平
成
１７
年
度
勝
央
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式▲誓いの言葉を述べる片岡愛結美さん

４
月
１７
日
、
平
成
１７
年
度
勝

央
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
１
１
人

の
団
員
を
代
表
し
て
、
な
ぎ
な

た
少
年
団
の
片
岡
愛
結
美
さ
ん

が
「
団
の
き
ま
り
を
守
り
、
心

と
体
を
鍛
え
、技
を
磨
き
ま
す
。

団
員
の
友
情
を
深
め
、
目
標
を

持
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

ゴ
ミ
収
集

５月３日（火）

ゴミ収集地区

５月４日（水）・５日（木）

ゴミ収集地区

��
５月２日（月）

燃えるゴミだけ収集

５月６日（金）

燃えるゴミだけ収集

（
続
編
）�

好
評
発
売
中
！
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役場へのメール

役場のメールアドレスの
＠以下が変わりました。
@town.shoo.okayama.jpが

@town.shoo.lg.jpに

総 務 課
soumu@town.shoo.lg.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.lg.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.lg.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.lg.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.lg.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.lg.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.lg.jp

環境保健課
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育課
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.lg.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.lg.jp

募
集�

ふ
る
里
を
離
れ
て
お
暮
ら
し
の
人

や
親
し
い
人
へ
勝
央
町
の
特
産
品
を

送
り
ま
せ
ん
か
。

桃
、
梨
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
季
節
の

果
物
と
手
づ
く
り
特
産
品
な
ど
を
、

年
３
回
（
７
・
９
・
１２
月
）
に
、
届

け
た
い
人
の
お
宅
に
宅
急
便
で
配
達

し
ま
す
。

▼
年
会
費

お
届
け
先
１
件
に
つ
き１

万
５
千
円

▼
申
込
期
限

５
月
６
日（
金
）〜
６
月
３０
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
課
　

�
３８
―
３
１
１
２

勝央町役場産業課では、

「ハローワークつやま」と

「ハローワークみまさか」

から送られてきた最新の新

規求人情報を設置していま

す。

どうぞご覧ください。

■問い合わせ先

勝央町役場産業課

�３８－３１１２

ふ
る
里
宅
急
便

会
員
募
集

防
衛
庁
で
は
、
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

・
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
。
（
２２
歳
未

満
は
大
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
））

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
）
は
２８
歳
未
満
。

▼
受
付
締
切

５
月
１３
日（
金
）
必
着

▼
１
次
試
験
日

５
月
２１
日（
土
）
・
２２
日（
日
）

▼
試
験
場
所

岡
山
市
下
石
井
１
―
４
―
１

岡

山
第
２
合
同
庁
舎
内
　
自
衛
隊
岡
山

地
方
連
絡
本
部

�
０
８
６
―
２
２
６
―
０
３
６
１

▼
入
　
隊

平
成
１８
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
津
山
出

張
所�

２２
―
５
６
３
７

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

募
　
集 産業課で

新規求人情報が
閲覧できます

……�

申
請�

田
を
畑
に
し
た
り
、
農
地
の
盛
土

や
掘
削
を
行
お
う
と
す
る
人
は
、
必

ず
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

面
積
が
１
千
㎡
超
、
期
間
３
カ
月

超
、
高
さ
１
ｍ
超
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

許
可
は
事
前
に
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
農
業
委
員
会

�
３８
―
３
１
１
２

農
地
の
か
さ
上
げ
は

事
前
に
農
業
委
員
会
へ

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良
事

業
施
工
地
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
る

区
域
）
に
住
宅
等
を
建
設
す
る
場
合

は
、農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
、

農
地
を
転
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
６

月
と
１２
月
の
年
２
回
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

６
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
住
宅

等
の
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
人

は
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

６
月
１
日（
水
）〜
３０
日（
木
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
課
　

�
３８
―
３
１
１
２

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

おかやま国体まであと１７５日

お知らせのページ�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

勝
田
郡
消
防
操
法

訓
練
大
会▲第２分団（吉野）▲第５分団（高取）

４
月
１７
日
、
第
３７
回
勝
田
郡

消
防
操
法
訓
練
大
会
が
奈
義
町

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

勝
央
町
を
代
表
し
て
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
に
第
２
分
団
（
吉

野
）
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

に
第
５
分
団
（
高
取
）
と
本
部

が
出
場
し
、
日
頃
鍛
え
た
操
法

技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
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荒木　優人
（総務課付）

佐　あゆみ
（総務課付）

赤木　茂正
（総務課付）

おかやま国体まであと１７５日

町
と
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
各
地
区
の
お
世
話
を
し
て

い
た
だ
く
区
長
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

平
成
１７
年
度
の
区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た

三
木
　
正

福
井
　
淳
雄

植
野
　
恭
次

宮
野
　
雅
行

竜
門

修

濃
野
　
　
一

末
澤
　
常
男

國
政
　
眞
一

福
島
　
敏
明

東
　
　
和
彦

高
山
　
義
夫

水
島

孝

岡
　
　
敏
生

盛
上
　
一
馬

佐
々
木

元

小
林
　
重
俊

岸
本
　
博
之

光
石
　
春
美

福
田
　
逸
良

小
林
　
重
雄

石
川
　
知
道

森
本
　
孝
道

鳥
觜
　
文
男

青
木

壽

木
村
　
秀
恒

竹
内
　
宏
行

日
笠
　
重
雄

大
谷
　
淑
雄

治
郎
丸

勲

吉

野

地

区

植

月

地

区

勝
間
田
地
区

高

取

地

区

古
吉
野
地
区

勝

間

田

畑

屋

東

吉

田

小

矢

田

黒

土

桜

台

岡平

長

良

台

植

月

東

植

月

中

植

月

北

豊

久

田

上

豊

久

田

中

豊

久

田

下

美

野

田

井

曽

井

大

岩

上

香

山

河
原１

〜
４
区
　

河

原

５

区

石

生

上

石

生

中

石

生

下

下

町

川

黒

坂

福

吉

為

本

珎秀�
邦

浅
田
保
彦
（
総
務
課
課
長
）
、
山

田
周
二
（
税
務
課
課
長
）
、
才
元

恒
男
（
議
会
事
務
局
局
長
）
、
山

下
正
明
（
環
境
保
健
課
）
、
間
庭

雅
子
（
環
境
保
健
課
）
、
古
山
英

雄
（
環
境
保
健
課
）
、
水
島
　
光

（
植
月
小
学
校
）

【
勝
間
田
保
育
園
】

国
米
ま
ゆ
み
（
高
取
保
育
園
）

内
田
直
美
（
植
月
保
育
園
）

阿
黒
泰
子
（
吉
野
保
育
園
）

【
植
月
保
育
園
】

赤
木
ひ
と
み
（
勝
間
田
保
育
園
）

【
高
取
保
育
園
】

古
和
節
子
（
勝
間
田
保
育
園
）

【
植
月
小
学
校
】

竜
門
判
恵
（
勝
間
田
小
学
校
）

町
職
員
人
事

退
　
職
３
月
３１
日
付（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

異
　
動
４
月
１
日
付（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

採
　
用
４
月
１
日
付（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

栞

火
災
を
は
じ
め
、
多
く
の
災
害

か
ら
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守

る
消
防
団
の
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
４
月
１
日
現
在
・
敬
称
略
）

団
　
　
　
長
　
　
　
福
島
　
宏
毅

副
　
団
　
長
　
　
　
小
村
　
雅
紀

副
　
団
　
長
　
　
　
福
田
　

明

本
　
部
　
長
　
　
　
有
本
　
順
治

第
１
分
団
長
（
植
　
月
）

三
島
　
弘
行

第
２
分
団
長
（
吉
　
野
）

盛
上
　
政
英

第
３
分
団
長
（
古
吉
野
）

前
原
　
弘
毅

第
４
分
団
長
（
勝
間
田
）

古
山
　

司

第
５
分
団
長
（
高
　
取
）

下
山
　
貴
裕

5月5日�～11日�は
「児童福祉週間」

です
平成17年度標語
「ちがうみんな

ちがう夢
おんなじ大きな未来」

平
成
１７
年
度
の

勝
央
町
消
防
団
の
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た

５
月
１
日
付
で
機
構
改
革
を
実

施
し
ま
す
。

従
来
の
課
制
度
を
廃
止
し
、
部

を
設
置
し
ま
す
。
部
の
中
に
は
課

や
係
を
設
置
せ
ず
、
組
織
を
フ
ラ

ッ
ト
化
に
し
て
、
目
的
に
応
じ
て

グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
事
務
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

５
月
か
ら
の
役
場
の
組
織

総
務
部

税
務
住
民
部

健
康
福
祉
部

産
業
建
設
部

上
下
水
道
部

教
育
振
興
部

出
納
室

議
会
事
務
局

※
５
月
号
広
報
紙
で
は
、
発
行
日

の
関
係
で
旧
課
名
で
表
示
し
て

い
ま
す
。

機
構
改
革
を実
施
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平成１７年４月から、２０歳代の人を対

象とした、『若年者納付猶予制度』が

始まりました。

従来の申請免除制度は、本人が失業

などの経済的な理由で保険料の納付が

困難なときでも、世帯主（同居してい

る親など）に所得がある場合に保険料

を免除されないケースがありましたが、この制度では

２０歳代の人については、本人及び配偶者の所得が一

定の基準額以下の場合に保険料の納付が猶予されま

す。

なお、若年者納付猶予期間は、老齢基礎年金の受給

資格期間には算入されますが、年金額には反映されな

いため満額の老齢基礎年金を受けるためにも、１０年以

内に保険料を納めることができる追納制度をご利用く

ださい。

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　室井　秀子（亡夫　達）

◇勝間田　有吉　　基（亡父　繁樹）

◇勝間田　室井　博史（亡母　幸子）
勝間田老人クラブにも

◇植月中　植月　健勝（亡父　友二）
勝央苑、勝央町高齢者事業団にも

◇植月北　末田　實三（亡妻　敏子）
植月北老人クラブ、勝央苑にも

◇植月北　水島　良一（亡父　謙信）
植月北草笛老人クラブ、南光荘にも

◇田　井　水田　勝博（亡伯母　壽美子）

◇為　本　土肥　啓利（亡父　土井耕作）
高取老人クラブにも

■南光荘へ
◇豊久田　松井十九男（亡父　一）

人の動き 平成１７年４月１日現在

人　口　１１，５４９人（前月比　－７）

男　５，５４６人　　女　６，００３人

世帯数　３，８７５世帯（前月比　＋１６）

国民年金
『若年者納付猶予制度』が

始まりました

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）
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勝

央

川

柳

社
　
兼
題
「
手
応
え
」�

苦
し
み
も
手
応
え
感
じ
る
実
の
重
み

古
山
恵
美
子

ラ
イ
バ
ル
が
あ
る
手
応
え
で
バ
ネ
に
す
る

古
和
　
絹
子

選
擧
戦
手
応
え
あ
り
と
票
を
読
む

古
山
は
つ
子

桜
さ
く
手
応
え
あ
っ
た
か
笑
顔
の
子

山
名
　
昭
子

手
応
え
は
毎
日
歩
く
試
歩
の
朝

神
田
チ
ヨ
子

手
応
え
は
内
助
の
功
と
今
判
り

山
　
祐
之

手
応
え
の
自
信
過
剰
が
裏
目
に
出

水
嶋
　
惇
郎

手
応
え
が
な
い
ま
ま
割
れ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉

赤
堀
　
綾
子

手
応
え
を
感
じ
て
足
ど
り
軽
や
か
に

横
林
　
和
子

手
応
え
は
あ
っ
た
が
言
わ
ぬ
が
花
と
逃
げ

竹
久
　
英
子

新
ド
ラ
マ
手
応
え
ど
う
か
視
聴
率

上
田
　
和
男

手
応
え
を
見
抜
き
セ
ー
ル
ス
ね
ば
り
だ
す

檜
尾
　
絹
子

手
応
え
を
明
日
に
つ
な
い
で
渡
る
川

酒
本
千
代
子

何
事
も
段
取
り
八
分
で
手
応
え
が

平
井
　
好
子

美
容
し
て
夫
の
手
応
え
妻
期
待

赤
木
　
供
子

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
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���
���
���
���
���
���

勝

央

俳

句

会

四

月

例

会

作

品

抄�

溝
に
陽
を
集
め
て
蝌
蚪
の
動
き
あ
り

丸
尾
　
　
凡

墓
参
り
早
蕨
な
き
や
と
廻
り
路

福
島
　
岐
峰

霞
立
つ
遠
き
野
の
人
隠
し
け
り

小
林
　
　
薫

春
袷
墨
の
香
ま
と
ひ
書
道
展

井
並
　
充
子

列
島
を
桜
前
線
北
上
す

宮
野
　
潤
子

早
起
き
は
三
文
の
得
と
ふ
春
陽
さ
す

山
口
　
豊
真

蕨
と
り
孫
に
連
れ
ら
れ
山
あ
る
く

長
船
　
久
志

山
畑
の
隅
に
芽
生
え
し
初
わ
ら
び

水
嶋
　
鮮
子

名
残
り
雪
粥
ひ
と
匙
の
重
さ
か
な

河
本
　
啓
子

畑
打
つ
や
く
だ
け
る
土
に
陽
の
匂
ひ

福
島
寿
美
子

蕨
が
り
子
の
呼
ぶ
声
の
届
く
ま
で

国
正
　
鈴
子

か
た
く
り
の
花
を
見
む
と
て
バ
ス
の
来
る

浜
田
と
よ
子

折
り
つ
つ
も
次
の
蕨
を
探
し
を
り

河
野
　
栄
子

病
み
ぬ
き
て
人
の
恋
し
き
寒
わ
ら
び

竹
久
　
英
子

淡
々
と
粛
粛
と
去
る
遅
日
か
な

田
　
　
醇

眉�濱�

国
民
年
金

だ
よ
り

おかやま国体まであと１７５日

高

農業委員会委員選挙
投票日　７月１０日（日）

※今回から選挙による委員の定数が１３人

から１０人に改正されました。

詳しくは６月号広報紙でお知らせしま

す。
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

養
う
と
と
も
に
、
不
屈
の
意

志
を
持
っ
て
懸
命
に
努
力
を

続
け
、
限
り
な
い
活
躍
を
し

て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
総
合

学
科
の
梶
並
翔
世
さ
ん
が
第

１
期
生
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
学
校
生
活
に
精
い
っ
ぱ

い
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

私
た
ち
教
職
員
も
、
地
域

に
根
ざ
し
、
地
域
と
と
も
に

歩
む
新
た
な
学
校
づ
く
り
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
覚
悟
で
す
。

※
４
月
か
ら
勝
間
田
高
校
と

日
本
原
高
校
が
再
編
さ
れ

て
、
新
し
い
勝
間
田
高
校

が
開
校
し
ま
し
た
。

動
的
な
卒
業
式勝

央
中
学
校

感

新

▼
今
月
の
表
紙
は
、
植
月
小
学
校
の
新
１

年
生
で
す
。
入
学
式
が
終
わ
っ
て
、
教
室

で
、
担
任
の
先
生
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
な

が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
や
っ
と
笑
顔

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
新
１
年
生
に
と
っ

て
、
入
学
式
は
大
勢
の
人
に
囲
ま
れ
て
、

と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
子
ど
も
を
心
配
そ
う
に
見

つ
め
る
姿
に
、
と
て
も
温
か
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

▼
４
月
と
い
え
ば
、
ま
た
新
し
い
年
度
の

始
ま
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
は
、
何

か
新
し
い
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
入
学
と
か
、就
職
と
か
、異
動
と
か
…
。

役
場
で
も
、
３
月
３１
日
付
で
７
人
の
職

員
が
退
職
し
、
４
月
１
日
に
３
人
の
職
員

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
た
っ
た
１
日
で
職

場
の
雰
囲
気
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
一
般
職
の
採
用
は
実
に
５
年
ぶ
り
。

若
い
人
た
ち
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、

思
わ
ず
自
分
の
年
齢
を
自
覚
。
そ
し
て
、

世
の
中
が
動
い
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

▼
左
の
写
真
は
、
曽
井
地
内
の
カ
タ
ク
リ

群
生
地
の
カ
タ
ク
リ
で
す
。「
春
告
げ
花
」

と
言
わ
れ
る
カ
タ
ク
リ
の
花
。
う
つ
む
い

た
赤
紫
の
花
び
ら
を
強
く
そ
り
返
し
て
咲

く
姿
は
「
春
の
女
王
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

あ
と
が
き

高
校
開
設
記
念
式
・
入
学
式

勝
間
田
高
校

校長式辞

迷惑をかけなければ
最近、他人に迷惑をかけなけれ

ば、何をしてもいいと考える子ど
もがいます。

言うまでもなく、他人に迷惑を
かけないことは社会生活の基本に
なるルールです。しかし、それだ
けでよいのでしょうか。
◆私たち人間は、一生の間、あら
ゆる人のお世話になりながら、助
け合って生きていきます。

個性の尊重は、確かに大切です
が、子どもたちに「人のために役
立つ人間になろう」と教えるのも
大切ではないでしょうか。
◆１０日から愛鳥週間です。

日本を代表する国鳥「キジ」は
自分が犠牲になっても、我が子を
守る鳥と言われています。

国鳥「キジ」に学ぶことも多い
ようです。

（教育委員会）

マ

４
月
１１
日
、
新
し
い
勝

間
田
高
校
開
設
記
念
式
並

び
に
入
学
式
が
多
数
の
来

賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も

と
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
勝
間
田
高
校
の
第
１

期
生
と
し
て
、
総
合
学
科

８０
人
、
グ
リ
ー
ン
環
境
科

４０
人
、食
品
科
学
科
４０
人
、

産
業
工
学
科
４０
人
の
合
計

２
０
０
人
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。

真
木
校
長
が
新
入
生
を
前

に
「
質
実
剛
健
」
「
種
徳
共

生
」
「
至
誠
実
行
」
の
３
つ

の
校
訓
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
他
を
思
い
や
る
心
、
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を

卒業式のようす

み
が
え
り
、
卒
業
生
も
在
校

生
も
多
く
の
人
が
涙
ぐ
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
卒
業

生
か
ら
の
言
葉
が
、
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
写
真

と
と
も
に
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
は
、
卒
業
生
が

保
護
者
の
席
や
在
校
生
の
席

に
向
か
っ
て
振
り
向
き
、
卒

業
生
の
歌
「
さ
く
ら
」
を
歌

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
生
懸
命
歌
っ
て
い
る
姿

と
、
本
当
に
き
れ
い
な
歌
声

に
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
校
生
徒
が

心
を
合
わ
せ
、
今
回
の
よ
う

な
感
動
的
な
卒
業
式
を
つ
く

っ
て
い
け
る
学
校
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

生
徒
会
会
長
　
石
原
　
遥

３
月
１２
日
、
第
５８
回
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
１
４
１
人
の

卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
３
年

間
の
中
学
校
生
活
か
ら
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

式
が
順
調
に
進
行
し
て
い

く
中
、
卒
業
証
書
授
与
の
と

き
に
、
校
長
先
生
が
１
人
ひ

と
り
の
卒
業
生
に
励
ま
し
の

言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

式
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、

卒
業
式
賛
歌
で
「
旅
立
ち
の

日
に
」
を
、
在
校
生
み
ん
な

で
心
か
ら
歌
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
在
校
生
か
ら
「
贈
る

言
葉
」
を
伝
え
ま
し
た
。
今

ま
で
の
数
々
の
思
い
出
が
よ



電波の日　写真の日　気象記念日�

農振除外申請受付�
（～6/30）【Ｐ12参照】�

6/1 �

�

6/2 �

�

6/3 歯の衛生週間�

�

6/4

当�
当�
番�
医�
医�

�

当�
当�
番�
医�
医�

�

当�
当�
番�
医�
医�

��

�

陶芸入門講座②（10：00～　公民館）�
□自ファーマーズ朝市＆フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）【Ｐ7参照】�

□自第15回ゆっくり走ろうサイクリング大会�
（受付8：00～アルフレッサファーマ（株）駐車場）【Ｐ13参照】�

�

□自ウォーキングの集い�
（9：00　総合保健福祉センター集合）�

【Ｐ9参照】�

メーデー�

母の日　世界赤十字デー�

沖縄本土復帰記念日　家庭の日�

�

�

月（MON）�

�

◯詳外あそび�
（受付10：00～　ノースヴィレッジ）�

◯詳総合検診�
（畑屋・東吉田・小矢田・黒土・岡）�

◯詳総合検診（高取）�

�

八十八夜�

��
�
�
�
�
�
※5月3日（火）のゴミ収集地区は2日（月）に�
　燃えるゴミだけを収集します【Ｐ14参照】�

憲法記念日�
�

�

�

�

�

�

火（TUE）�

�

�

◯詳総合検診（勝間田・平）�

�

津軽三味線「福井一大コンサート」�
（19：00～21：00　勝央文化ホール）�

【Ｐ13参照】�

�

愛鳥週間　交通安全の日　米の日�

�

�

�

水（WED）�

□自親子遊びの集い�
（10：00～11：00　高齢者福祉センター）�

◯詳総合検診（植月）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ6参照】�

献血（10：00～12：00、13：00～15：00�
公民館）�

��

国民の休日�

�

国際善意デー�

交通安全の日�

木（THU）�

�

◯詳□自合同相談�
（10：00～15：00　公民館）�

【折り込み参照】�

◯詳3歳児健診�
（受付12：45～13：15　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

◯詳総合検診（吉野）�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～11：30　高齢者福祉センター）�

こどもの日　立夏�

看護の日�

�

�

�

金（FRI）�

�

�

◯詳総合検診（古吉野）�

◯詳育児相談�
（13：30～15：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

サンサン学園開講式�
（10：00～　公民館）�

�

�

�

�

�

� �

土（SAT）�

�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ6参照】�

「島田悠紀子�
－悠久の大地に共に生きて－展」�
（～6/19　勝央美術文学館）【Ｐ7参照】�

陶芸入門講座①（10：00～　公民館）�

�

�◯詳ポリオ�
（受付13：30～14：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

岡山県青少年劇場巡回公演�
（14：00～15：25　勝央文化ホール）�

【Ｐ13参照】�

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

�

5

12

19

26

�

6

13

20

27

�

7

14

21

28

�

�

�

小満�

�

日（SUN）�

2005年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

上 下 水 道 料…４・５月分�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小坂田医院（勝央町勝間田）�
　　（38－2043）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　大村医院（勝央町勝間田）�
　　（38－2058）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　梶並診療所（美作市梶並）�
　　（0868－77－2222）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月�
月に納めていただくもの�5

※5月に納めていただく税などは　�
　　　　　5月31日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

しょうおううおう�しょうおう�

� �ふる里宅急便会員募集（～6/30）�
【Ｐ12参照】�

◯詳犬の登録と狂犬病の予防注射�
（補充）�

�
�
※5月4日（水）・5日（木）のゴミ収集地区は6日（金）に�
　燃えるゴミだけを収集します【Ｐ14参照】�

日�

1

8

15

22

29

月�

2

9

16

23

30

火�

3

10

17

24

31

水�

4

11

18

25

�

木�

5

12

19

26

�

金�

6

13

20

27

�

土�

7

14

21

28

�

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

固 定 資 産 税………１期分�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�当�

当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（勝央町平）�
　　（38－5775）（9：00～17：00）�当�

当�
番�
医�
医�

　　野々上医院（奈義町滝本）�
　　（36－8282）（9：00～17：00）�



　　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�

38
局�

行�事�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

3歳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�
�

ポリオ�
�実施日�
�対象児�
�
�
�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

総合検診�
（基本健診、大腸がん検診、胃がん検診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検診）�
�実施日�
　場　所�
�
�
�
�時　間�
�
�対象年齢�
�
�料　金�
※70歳以上は�
　無料�
�
�
�

犬の登録と狂犬病の予防注射（補充）�
�実施日�
�時　間�
　場　所�
�

�
12日�
平成13年11・12月・平成14年1・2月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、目と耳のアンケート、
尿�

�
27日�
3カ月～7歳6カ月�
予防接種については上記の日程で都合の悪い人は、総合
保健福祉センター（�38-7102）へお問い合わせくだ
さい。�

�
30日�
平成16年5・6・7月生まれ�
身体測定、1歳の子どもの生活や食事の話など�

�
�
16日、17日　総合保健福祉センター�
18日　植月コミュニティセンター�
19日　吉野コミュニティセンター�
20日　古吉野コミュニティセンター�
23日　高取多目的研修集会所�
基本健診、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検診　8：00～10：00�
その他の検診　　　　　　　　　　　　　 　 7：00～10：00�
結核・肺がん検診　65歳以上�
その他の検診　　 40歳以上�
基本健診　　　　69歳まで　1,300円�
大腸がん検診　　69歳まで　 500円�
胃がん検診　　　69歳まで　1,000円�
結核・肺がん検診　200円（タン検査　500円）�
前立腺がん検診　69歳まで　1,100円�
肝炎ウィルス検診　無料�

�
6日�
9：00～ 9：15　勝央町役場前�
9：25～ 9：40　黒土コミュニティハウス�
9：55～10：05　美野公会堂�
10：10～10：20　JA勝英吉野支店�
10：30～10：40　JA勝英古吉野支店裏�
10：50～11：00　更生コミュニティハウス�
11：10～11：20　鳥羽野公会堂�
11：30～11：40　植月コミュニティセンター�
11：55～12：10　JA勝英高取支店�

合同相談�
�実施日�
�内　容�
�
�申込先�
�
�
�相談時間�
�

外あそび�
�実施日�
�時　間�
�
�場　所�
�会　費�
�持参物�
�内　容�
�参加申込�
�申込・問い合わせ先�

�
12日�
法律、行政、人権、戸籍、交通事故、福祉、その他に関する
相談�
勝央町役場町民課（�38-3116）�
※弁護士、岡山県交通事故相談所への相談は予約制とな
　っています。�
原則として1人30分以内�
�

�
9日（雨天の場合は27日に延期）�
受付　10：00～�
開始　10：30～11：30�
ノースヴィレッジ芝生広場�
子ども1人100円（おやつ代）�
帽子、お茶、タオル�
しゃぼん玉あそび、フラフープ、うさぎとのふれあい等�
5月6日�まで�
�
勝央町役場環境保健課（�38-7102）�

月�

ミ�ニ�情�報�５月の�

立夏（りっか）…24節気の1つで新緑が輝き薫風もさわやか、1年のうちで最も快�
　　 　　　　 適な季節。（5／5）�

小満（しょうまん）…24節気の1つで陽気が良くなり、野山の草木が実をつけは�
　　 　　　　　　 じめ、万物が次第に満つる頃。（5／21）�

憲法記念日【国民の祝日】…日本国憲法の施行を記念し国の成長を期する日。�
　　　　　 　　　　　 　（5／3）�

こどもの日【国民の祝日】…子どもの人格を重んじ、子どもの幸福をはかると�
　　　　　 　　　　　 　ともに、母に感謝する日。（5／5）�




